
ルター聖書における接続法の形態論的考察

工藤康弘

本稿は，謹説法と接続法の形態的対立という観点から，ノレター聖書における

動誌の形態を考察する乙とiとよって， ζれK続く統語論的考察の予鎖的研究を

なすものである。乙乙では1546年版新約聖書のうち) ~貯蓄音書を資料として用

いるj〉

文法範襲撃のひとつである Modusは査説法，接続法，命令法を，動詞の活

用によって区別する。ドイツ語の史的変化に伴い 動詞活用のパラディク、、マも

変化している。本稿では Mhd.からNhd.への変化の中で ノレター塑諮K現わ

れる動認の活用が) Modusの対立，とりわけ蓋説法と接続法の対立を，形態上

どの程度表示し得.る状態にあるかを考察してし 1く。以下. Modusの対立i口調与

する要素として，幹母音，および語尾における eの 2つに分けて見ていきたい。

幹母音の項目では 部分的に変化語尾をも検討するo

1. 幹母音

2) 
1.1. 直説法現在形と接続法 1式

1. 1. 1. 強変化動詩

強変化動詞の現在人称変化花関して M hd. iJユら Nhd.fCかけて生じた変化の

ひとつに，単数形と後数形の幹母苦の統合がある?)ζの変化を被った動詞は第

2種，第 3種の b 第 4種，第 5種である O 次に示すのは，第 2種動詞のひと

つ biegenの誼説法現在形と接続法 1式を.Mhd.とNhd.とで比較したもので

ある O

mhd. nhd. 

Pras. 

( 1人称 biuge 

Konj. 1 

biege 

Pr話s.

biege 

Konj. 1 

biege 
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biugest bieg~c;t biegst biegest 

3人称 biugd biege biegt biege 

1人称 bicgen biegen bie日eη biegen 

bieget bieget biegt biege t 

3人FJ¥ biegent biegen biegen biegen 

lVr hd.では，単数現在形の幹母吾がiuである O これによって，単数形におけ

る現在形と接続法 1式の形態上のIxJJI]は， Nhd.よりも明瞭である。 Nhd.では

iuが複数形幹母背ie!CfiiJイとしたため人称ではModusの区別がなくなり，

2人称ではわず、かに語尾の e~C よって Modus の区別が保たれている O ノレターで
4) 

は 1人称にのみieが浸透し， 2・3人称ではeuを保っている。

次iと， Mhd.における第 3種の b，第 4，第 5極の動詞では人称単数現在

形の幹母:者が2・3人称と同様である (2.B. ich hilfe， nime， gibe)o 

従って乙の穏の動詞では 1人称単数における現在形と接続法 l式の区別が明

瞭である [2.B. ich hilfe (i凶.):ich 万台lfe(konjJJo Nhd.では， この現

在形幹母音 iがeとなったため，形態上Modusの対立がなくなった。ルターに
5) 

おける 1人称単数現在形の幹母音は，初期の著作を除いてはeである。

Mhd.の現在形で Nhd.と異なるものとして さらに 3人称複数の語尾-ent 

がある口 ζれによって 3人称複数では，現在形と接続法 l式の区f.JIJが可能で

あった Cz.B.siegるbent( ind.): sie geben (konj.)J 0 ノレターでは，初期の

6) …立著作lζ現在形語尾-entが散見するものの 1546年の仏日書には見られず，

Nhd.と同様， Mochユsの区別は形態上表示し得ない状態になっているD
7) 

1. 1. 2. 不規員IJ動詞

過去現在動認と wollen は Mhd‘において，古~ i 2人称単数現在形の語尾 -t

を部分的lと残している (2.B. du solt. darft. wilt)。これが次第に語尾-st

をとるようになっていったわけだが ノレターではsollenとwollenだけが語尾
8) 伊立

-tを保持している O とりわけ幹母日が変化しないsollenの場合 sの有無に

よってf'vIodusの区別がNhd.よりも明瞭である [du sollt (ind.): du sollest 
9) 

(konj.)J。

と乙ろでsollenとwollen~C は，幹母音が O である語形がときおり見られる O

Moser はwollen~C 関して， 乙の語形が円唇化によるものなのか eとOの中
10) 

間段階を示すものなのか oウムラウトなのか定かでないとしている O 一方

つ
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訪日en~ζ関してMoser は 上部ドイツ語で譲数形lζ好んでウムラウト(註，る)
11) 

が用いられたとしているほか 接続法とウムラウトの関係も指摘している。

Frankeはノレターにおけるsollenとwollenが ときおち接続法で変音するとし
12) 

ているJ.u/ Oの由来はともかく 乙こでは共時的花見て，るが Oと対立しなが

ら，何らかの統語論的機能を担っているかどうかが問題であるO 接続法 2式ま

で含めて考えると， 1546年の福音害児おいて sollenの接続法で、己を用いてい

るのはヨハネ 13--6の 1箇所だけである:

13) 
(1) HErr. Sりltestu mir meine fusse wasschen? 

「主よ，あなたが私の足をお洗いになるので、すか0..]

乙れと向じ 2人称単数の接続法 2式のsollenはもう 3箆所あるが，るは用い

られていない:

(2) Du soltest aber frolich vnd gut muts sein， 

「おまえもきげんをよくして喜んでくれでもいいだろう O.J

(ノレカ 15 -32 ) 

(3) 一 so du gleuben WUlせest，du soltest die herrligkeit G ottes 

sehen. 

「もしおまえが信じるならば，神の栄光を見る乙とになろう 0..]

(ヨノ¥ネ 11-40 ) 

(4) Soltes加 dein leben fur mich lassen? 

γおまえは私のために命を捨てるというのかむ.Jヨハネ 13-38 ) 

次iζwol1en~C関して 幹母音がりである例をいくつか挙げよう O

(5) Vnd niemand ist， der vom Alten trincket， vnd笠主主 bald des 

newen， 

γ吉いぶどう酒を欽んだすぐあとに，新しいぶどう酒を欲しがる人は誰も

いない0..] ノレカ 5-39) 

円べ
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(6) 1 st er der Kりnig Israel， S 0 s teige er nu vom creutz， so yi立llen

wir j m gleuben 

「もし彼がイスラエノレの主なら 今すぐ??:架から降りてみるがし 1い。そ

うすれば.信じてやろう O.Jマタイ幻-42) 

(7) Wo zween vnter euch eines werden auff E rden， warum b es ist， 

das sie bitten主主主牛 Dassol j nen wideτfaren， von meinem Va-

ter Im Himel. 

「もしおまえたちのうち 2人が，地上で心をひとつにすれば，望むものは

天なる私の父から与えられるのだり (マタイ 18-19 ) 

上lと挙げプこ 3つのfyl¥文は，下線部を接続法と解釈する可能性のある文である口

しかしこのうち，形態上明らかに接続法と識別できるのは (5)だけである。 (6)

に関して，たとえばGehenwir !における gehenは 1人称複数の接続法 l式で
14 ) 

あり， その書き換えがWollen wir gehen?である。しかし少なくとも Nhd.

では， 乙のgehenやwollenが接続法であるという意識はなく，かろうじて語販

によってのみ，命令の機能を梨たしている。従って， (6)の文だけから己と接続法

の関係を論ずる乙とは難しい。(7)に関しては， warum b es Ist， das sie 

bitten wりllenを認容文と解釈するならば wるllenが接続法 1式である可能性

もあるO しかしwarumb es seiとなっていないζ ともあり， ζ こでもwるIlen

を接続法と断定する確実な決め手はない。

PhIlipp tc.よれば， Fru lmhd_ tc.おいてwollenの不定形と複数現在形には，

wollenと並んでMhd.と同じwelle凡さらに上部ドイツ語では円唇化した
15 ) 

wbllenがある wollenとwるllenが併存していたことは確かである O しかし，

この 2つの語形をどのように使い分けるか，あるいは塁別なしに用いるかは，

個人的な文体にゆだねられていると見るべきであろう o 1546年の福音書では，

OとるがModusの対立に関与している可能性は少ないと言える。その理由とし

てζ乙では， I直説法 2人称複数現在形として， woltとwりlletが併存していると

いう事実を指摘しておきたい。

他の不規則動認における幹母音の変化は Nhd.と同じである 0

1. 1. 3. 弱変化動詞

弱変化動認の現在形と接続法 1式の|習で，幹母音による対立は見られない。
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まとめ(1. 1.) 

遊説法現在形と接続法 i式の関認を幹母音の観点から晃た場合， 1人称単数

形がMhd.~と比べ， .!¥tlodusの対立を一層表示し得なくなっている o 語尾花関し

ては， so・llenとwollenが2人称単数で-t:-stの対立を保っているー忘，強

変化動詞と弱変化動詞花見られた 3人称援数;とおける-ent: -enの対立が解消

された口

1. 2. 直言信長畠去形と;委譲志去2式

1. 2. 1. 強変化重力詞

Mhd.t.r-ら Nhd.にかけて現在人称変化と同様，強変化動認の過去人称変化
16 ) 

においても，単数形と複数形の幹母音の統合が克られた。ノまず第l穣動誌の過

去形幹母音は，単数形のeiが複数形の 1iと同化した。 jレターはとの占い斡母

音elを完全K残している。一方，札口ld.からNhd.にかけて起ζ った二重母:音イヒ

はノレターも被っているため，不定形の幹母音はeiとなっている o 次;と;示すのは，

rv1hd. ，ノレター， Nhιにおける第 1撞動認の 4雲形の幹母音である。

Inf. Sg.Prat. Pl.Pr五t. P.P. 

mhd. ei 

L uther el ei 

nhd. el 

ζζ で問題となっているノレターにおける過去形と接続法 2式の関係は， Mhd. 

と同じ状況にある o blei benを例にとり，ノレターと Nhd.における両者の語形

(単数形)を示すと次のとおり。

Pr五t. Konj.豆

Luther 

nhd. 

bleib 

blieb 

bhebe 

bliebe 

Nhd.では，接続法2式を過去形から区別しているのは語尾-eだけであるが，

jレターでは語幹と語尾の 2箆所で区別されている。複数ff3は両者とも blieben

でModusの区別はつかない。

第 2種動認の過去形幹母音は oとUが競合した後 oが単数と複数双方lζ

F
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浸透した [2.8. 20g (s日)， 20 gcn (p U J 0 ノレターにおいても Oが月れ、られて

いる:7)15羽年の福古特には 第 2種動詞の接続法 2式として必geとverlure

(= vcrlるre)があり 按続法ーでは幹舟:音が OとU の11J]で揺れているのがわ

かる O

第 3f主 !fVJ誌の過去jf;~r令長j:?奇は， Nhd.では波数形のUが単数形のaIζ統合され

た (2.8. ha I f (sg.)， hal f en (pl J Jが， )レターでは単数形 aと複数形Uの区
18) 

日Ijを残している O そして接続 2式は，幹母:音U をもとにして形成される。

(2.8. hul ffc， gewunnc (= gewonne)， dr長ngen(= drangen)， funde 

(= fぷnde)，wurffen， sturbe)o 

werdenのt妾続法 2式はほとんどがwurdeであるが ウムラウトを欠いた語

形 (wurde)が若-1二見られる O もっとも， 1546fjミの福音書では誼説法単数過去

jf;がwardで‘あるため 単数形ではウムラウトの有無にかかわらず， Modusの

対立が保たれている。

第4，第 5種動誌では， Nhd. Iζ至っても過去形幹母音lζ大きな変化は見られ

ない。両者とも不定形の幹母音がe 過去形幹母音がaである (2. B.. nehmen， 

nahm; geben， gab)。従って，過去形幹母音が変音して作られる接続法 2式
~ 19) 

は，接続法 1式，場合によっては直説法現在形と音声的に一致してしまっ

(2.8. nehme: n出1me)0 さらに1546年の福音書では， 乙の種の動認の接続法

2式のaウムラウトに対して，ぷの代わりに eが用いられている O たとえば

neme (= nぷhme)，gebe (= g五be)，sehe (工sahe)， esse (= asse) ， spreche 

(= sprache)， geschehe (= geschahe) などがあり，複数形の例も見られる。

乙れらは音声出だけでなく書記法の屈でも 接続法 1式あるいは現在形との区

別がつかない。

第6種動言i]の過去形幹母音lと関しては，二重母音と単母音の違いはあれ，

Mhd.，ノレター， Nhd.ともに同じ状況である O 接続法 2式は1546年の福音書lζ

おいても，過去形幹母音が変苦して作られる (2，B.truge， fure) 0 

第 7種動認の接続法 2式は，幹母音が過去形と同じであるため，語尾の-e

iとよってのみModusの違いが表示される (2.B. lies (ind.): liesse (konj.)J。

この点，幹母音を異にする第 l種動詞 (2.B. bleib (ind.): bliebe (konj.)J 

とは異なっている。複数形においては第 1種動詞と同様 Modusの区別はなく

なる (2.B. liessen (ind.): liessen (konj.)J 0 

1. 2. 2. 不規則動詞

不規則勤認の中ではtunとhabenが問題となる。 Mhd.においてtunの過去形

に
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は ・3人称単数で語t( e )， tet ( e ) ，接続i法2式はtate.-tete， habenの過

去形はhate，随行e)，出t( e )， het (e)等々，接続法 2式はh記te，1語te，hete 

々である O 過去形のはt， hetは18世紀に号ミるまで tat， hatteと並んで用い
20 ) 

られている D 従ってFIUhnhd.においても 場合によってはl¥，lhd.と同様， l'v1o-

dusの区別がつきにくい状況Kあった。

1546年の福音警の場合はどうであろうか。 haben(cζ隠さしては，過去形がhat民

接続法 2式がhetteと使い分けられている O 一方tunK.関しては，接続法 2式は

thet であるが，過去形は thet と that が併存している D 数の l~で、は thetが圧倒的

lζ多く， thatはごくわずかである O また 過去形の幹母音eは複数形iとも及ん

でいる(theten )。乙のような ζとから tun K.関しでは 幹母斉によるi¥110dus

の区5j1]はないと言える O

1. 2. 3. 弱変化動詞

弱変化動認の幹母音花関しては ほとんどが過去形と接続法 2式の間足!x'5jIJ

がない。 ζ 乙で問題となるのは，逆ウムラウトをもっ動詞であるo l'v1hd.で、は数

の多かった逆ウムラウト形も， Fruhnhd.の時期を通じて次第に減っ Fていった0

154611ミの福音警においては， Nhd.ではもはや見られない逆ウムラウト形 (Z.B. 

satzte (= setzte)， strackte (= st reckte) Jが用いられている一方，向じく Nhd.
Kは見られない，逆ウムラウトを解消した過去形もj若いられている (2.8. be-

kenneten (= bekannten)， nennet (= nannte))。そして乙れらがsetzte，be-

kanntenといった語形と併存して現われる。そのため，逆ウムラウトしていない語

形においては，過去形と接続法 2式の区別がつかない。

まとめ(1. 2.) 

過去形と接続法 2式の関係を幹母音の観点から見た場合，強変化弱j認ではま

ず第 1種動認の単数j診が直説法で古い幹母汗eiを践しているので， l'v1odt誌の

区別が明瞭である O 第 4 ，第 5 種~jJ認では，接続法の a ウムラウトが e で表示

されているため，音声量iだけでなく警記法の出で、も，接続法 1式あるいは現在

形との区別がつかなし」乙れは Nhd.の文章訴と異なる点である O 不規則動誌

では，加nの過去形と接続法 2式の間で 幹母苦によるI5(J5IJがない口弱変化動

詞では，いわゆる混合変化動認に，逆ウムラウトのあるものとないものが併存

しているため， Nhd.と違ってl'v1odusの識別が困難である O

2. 語尾のe
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乙れまで，動詞の幹母音がModusの対立にどれほど関与しているかを見てき

た。次!C，動誌の語尾-e， est， -et における eが， Modusの対立に1U1与し

ているのかどうかを検討していく O

Nhd.で，たとえば‘c1u trinkst (ind.)とdu tri nkest (ko nj .)においては，

~{({-J主における eの有無がIVlodusの違いを表わしている O 同様lζihrtrinkt (ind.) 

とihrtrinket (koηj .) ，さらにはerging (indJ とerginge (koηj.)におい
21) 

ても eがl¥rIodusの対立に関与している O

と乙ろで， Mhd.， l:;'ruhnhd.を通じて，アクセントのない語中音，語末音の

eは， Synkope (話中音消失)と Apokope(語末音消失〉によってしばしば脱

落した。たとえばihrtri nket (konj.)がihrtrinkt (konj.)になり， er glnge 

(konj J がerging (konj.)になるという現象がしば、しば起こった。以下に

おいては，乙うした状況のもとレターが-e， -est ， -et におけるeをどの

ように扱い，それがModusの対立にどの程度影響しているかを考察してし 1く。

2. 1. 蓋説法現在形と接続法 1式

2. 1. 1.・ 3人称単数

Nhd.では， 1人称単数現在形および 1・3人称単数の接続法 l式の語尾は，

いずれも eである o 人称の場合は，形態上Modusの区別がない (z.B.ich 

komme (indJ: ich komme (konj J) 0 3人称の場合は，語尾-tの有無に

よってすでにModusの対立が成立しているため 倭続法の語尾 -eは副次的な

ものになっている (z.B. er kommt (ind.): er komme (konj.))。

さて1546年の福音書の場合人称単数においては， 1. 1. 1.で述べたように，

幹母昔による Modusの区別がない O このような場合 直説法と接続法を選り分

ける基準として，動詞の形態以外のものを導入せざるをえない。すなわち，次

稿で詳しく扱う乙とになる統語論的な要素を拠り所として 機能から形式を導

き出すことになる。このことを簡単に説明していきたい。 1546年の福音書にお

いて，接続法を要求する文の種類として，第ーに包的文が挙げられる。以下lζ

示すのは， 3つの異なる接続詞によって導かれた白的文である o

(8) DA ward ]hesus vom Geist in die Wusten gefurt， Auff das er 

von dem Teuffe! versucht wurde. 

「イエスは悪魔に試されるため，聖霊lと導かれて荒野へ行った 0...1

(マタイ 4-1 ) 

口

o
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(9) Vnd des menschen Son wird vberantwortet werdeロ， das er gecreu-

tZlget主主坐ム

「そして人の子は十字架にかけられるために引き渡されるり

(マタイ 26-2 ) 

ωOder was kann der Mensch geben， dam it er seine Seele wider 

iるse? 

γあるいは，人は自分の魂を翼い戻すために，何を与える乙とができょう

カユ O..Jマタイ 16-26 ) 

(8)ではw註rdeという語形そのものから， (9) (10)では 3人称単数K対す

るwerde，1るseという語形から，いずれも接続法である ζ とが明らかである。

1546年の福音警にはこの種の文が非常に多い ζとから 呂的文は接続法をとる

という一応の原則をたてる乙とができるD ζの原員IJをl人称単数の場合にも適

用することによって たとえば次の文Kおけるererbeが接続法と解釈される。

(11) was sol ich thun， das ich das ewige leben ererbe? 

「永遠の命を手l乙入れるには何をすればいいので、すかO..J(マルコ 10-17 ) 

向じような手順で 以下の文lζおける下線部の動詞も接続法とみなされる O

(12) Setzet euch hie， bis das ich dort hin gehe) vnd bete. 

「私がそ乙へ行って祈り終わるまで，乙 ζにすわっていなさいり

(マタイ 26-36 ) 

(13) Es sey denn) das ich in seinen Henden ~並立 dìe Negelmal) vnd 

lege meinen fingerin die Negelrnal， vnd lege meine hand in seine 

Seiten， wil ichs Dicht gleuben. 

マムが彼の手iζ釘の跡を見て，そ乙 lζ私の指をさし入れ，彼のわき腹に手

を入れてみなければ，私は信じないO..Jヨハネ 20-25 ) 

(14) So jemand wil des willen thun， der wird innen werden， ob diese 

Lere von Gott sey， oder ob ich von mir selbs工ede.

Q
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「乙のかたの意志を実行しようとする人なら 乙の教えが神から出たもの

なのか，それとも私が自分で話しているのかわかるだろう o.J

(ヨハネ 7 17) 

(5) So sage i ch euch auch ni cht ，正lUS waser (= was fur) macht ich 

solchs thue. 

「それなら私も，自分がや!の権威でこういうことをやっているのかを，お

まえたちに言うわけにはいかないo.Jマルコ 11 33) 

j之J、i二のようなやり万で l人称単数の接続法 1式とみなしてさしっかえない

と思われる語ーが抽出された。乙乙ではじめて 自説法現在形との比較が可能と

なる。 Frankeによれば 1540年以降人称単数の語尾-eの脱落は減ってお

り， 1545年の望書では -eのない語も少なくはないが， --eのついた語形が圧倒

的に多い?2)l凶年の指音書においても -eのついた語形が多く，直説法では

habとhabe，treibとtreibe，thuとthueが併存しており，接続法で=はthuとthue
23 ) 

が併存しているのみで，それ以外はl~!fJ己-eを保っている。

一方， 3人称単数の接続法 1式において -eのない語形としては werffと

lasだけカ河在32!された。

以上の乙とをまとめると人称単数現在形 1人称単数接続法 1式， 3人

称単数接続法 l式における語尾は 原則として三者とも--eである o 人称K
24) 

おいてはl'v1odusによる幹母:音の変化がないため 結局一三{'j-は同じ語形である。

2. 1. 2. 2人称単数

2人称単数形は l人称単数の場合と比べ，動詞によっては直説法で幹母音二が

変化するので，語幹からModusを識別することがある程度可能である。 ノレター

の場合，たとえばfellest，sihestがi査説法， nemest， gebestが接続法である乙

とは，幹母音によって明らかである O 本稿で集められた接続法 1式のうち半数

以 i二は，今のように幹母音を拠り所として抽出しえたものである O 残りのもの

は， 1人称単数の場合と向じ統語論的な基準によって，接続法と認定したもの

である。

さてNhd.では 2人称単数における現在形と接続法 1式は，語幹が d，tで

終わっている場合(z. B. bitten)などを除いて，語尾の eによっても区別され

ている (z.B. du kommst (ind.): du kommest (konj.)]。これに対して1546

年の福音書では，直説法も接続法も，ほとんど規期的なまで語尾のeを保って
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いるD ζのようなことから， 2人称単数においては 語尾の eはl'vlodusの対立

に関与していないと言える O 従って，幹母者が変化しない動認では， kommst 

kommestのような対立がないために，形態から Modusを識別する乙とは不可

能であるO

2. 1. 3. 2人称譲数

2人称複数形は幹母音が変化しないため 語幹からl'vlodusを識別することは

できない。 Nhd.では語尾における eの有無ιよってのみModus を区別して

いる [2.B. ihr kommt (ind.): ihr kommet (konj.)] 0 1546年の福者番では，

大多数の 2人称複数形が語尾の eを保っている。従って，接続法だけでなく ifi

説法においても，語尾の eを保っている語形が庄観的に多い。以 j二のζとから，

2人称複数においては， 1人称単数と同様，形惑から Modusを識別するととは

不可能である O

まとめ (2.1.)

1人称単数:では，現在形も接続法 l式も語尾iζeを保っており，形態上Modus

の区別はない。 3人称単数の接続法 1式にも，語尾花 eが保たれているが，す

でに語尾tの有無によってModusの区別は明瞭で、あるo2人称単数では Modus

にかかわらず語尾の eが保たれており， Modusの識別は幹母音に変化のある動

誌にのみ可能である。 2人称複数Kおいても， Modus にかかわらず語尾の eが

保たれており，形態からModusを識別するζとは不可能である。

2.2. 直説法過去形と接続法 2式

2. 2. 1. 強変化動詞

強変化動詞の過去形と接続法2式花関しては 接続法の幹母音が変音するも

のとしないものとで違いが出てくる。たとえばNhd.において，幹母音が変昔す

る接続法 2式は， 1・3人称単数の場合，幹母者と語尾-eの2つの要素によっ

て直説法過去形から区別される [2.B. kam (indJ: kame (konj.)]。これに対

して幹母音に変化のない接続法2式は，語尾の-efとよってのみ直説法から区

別される [z.B. ging (ind.): ginge (konjJ) 0 

さて 1546年の福音書では，変音可能な動詞はすべて，ウムラウトと語尾~e

の2つの要素によって接続法 2式が形成される (z.B.wurffe， zoge)oただし

1. 2. 1.で、述べたようにレターはaウムラウトをeで表示しているため，接続

法 1式，接続法 2式，直説法現在形の区別のつかない動詞が少なからずある
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(z. B. ge be， spreche)。これらの動~~liC.関して，接続法 l式と 2式を識別す

る}j法はないだろうか。この問題を解決するひとつの手段として寺市jの一致

が挙げられる。 1546 の福青書においては，現花形主文lと対する従属文では後

続法 1式がmし、られ 過去形主文lこ対する従同文では接続法 2式がmし、られる
というnおおIJの一致の原HiIが守られている。乙のことから 主文の11与*IJを吟味す
る乙とによって， J二lと挙げたgebe，spreche等を接続法 l式と按続法 2式とに

選り分けることが可能である O

次lζ，接続法 2式で変苦しない動討においても，基本的lとは語尾の-eが保

たれている (z.B. gienge， liesse)。しかし，コンテキストから考えて接続法と

解釈できる動詞で，語尾の -eを欠いているものが若干ある (2.B. gieng， 

1 ie s)。 乙の場合は，形態上Modusの対立がなくなってしまう。

ところで，強変化勤討の 1・3人称単数過去形は 14 ~ 15世紀に語尾-eを

とる傾向が広まりレターにもその影響が及んでいるデ)しかしl凶年の出汚

需を見る限りでは，規則的なまでに eを保っているのはsaheだけである O 少

なくとも，乙の語尾 eによってModusの対立に大きな混乱が生じているよう

な語形は見あたらなかった。

2.2.2. 不規制動詞

まず過去現在動詞の場合， so!lenを除いて 過去形と接続法 2式の区別は

もっぱら幹母72?の変背による。語尾の -eはModusにかかわらず，保たれるi易

合 (z.B. kundte) wuste)と脱落する場合 (z.B. kund) kund)がある。

一方sol1enは) 1. 1. 2.で挙げたウムラウト形を除けば，原則として幹母音は

変化しない。語尾に関しては) -eのある語形 (solte)と-eのない語形

( sol t )が併存しており，そ乙 iとModusによる違いはないと言える。

wollenもsollenと同様，語尾の-e?c.関しては揺れが見られ) wolLeとwolt

が併存している o

tunの過去形は1.2. 2.で述べたように ほとんどがthetであり，幹母音は接

続法2式と同じである。本稿で集めた接続法 2式の数が少ないので確かな乙と

は言えないが， 3人称単数で語尾の-eを欠き 直説法と区別のつかないザIJを

ひとつ挙げておきたい:thet (konjJマルコ 15-8 0 

seinとhabenの接続法 2式were) hette tとは語屠の-eが保たれているが，出:

説法との違いはすでに幹母音によって明らかである。

2.2.3. 弱変化動諒

弱変化主iJ認の過去jf~iL関してレターでは語幹の直後 iC. eが現われる乙とが
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26) 
多く， また一方，語尾の Cが税法することもあるので，実際の過去形はさま

ざまな形で現われる O たとえばsaどenの過去形として， sagt， saget， Se1gte， 

sageteの4種の:語形が現われる。とりわけーに -erの形は現在形とi文京jがつ
27) 

かない。 乙のような状況は銭続法 2式においても同じである O 従って，過去

形と接続法 2式は形態上の区別がないD

まとめ(2. 2.) 

N hd.と比べ，語尾の -eが脱落する ζ とによって，過去形と接続法2式の灰

551]がなくなる場合がある。強変化動詞のうち，過去形と;妾続法 2式の間で‘幹HJ:

奇が変ffしないものでは， しばしばl'v1odusの識別が信号難となる。不規員iJ動おjで

はsollen，wollen， tunlζrvlodusの区別がない。弱変化動詞では} t~-lf f己が-t， 

et -le -eteのように多様であり，そ乙花l'v1odusの[x55ljはない。

以上， 1546年の福音書を資料としてレター聖:警における動討の形態を，

Modusの形態的対立という観点から考察した。その結果，形態から識55!]司能

な接続法を挙げれば次のようになる(算用数字は人称を，ローマ数字は強変化

動詞の種類を示す)。

接続法 l式

Sg. 1. ......過去現在勤詞， sein， wollen 

Sg.2.…一.1， ill-aを除く強変化動詞，過去現在弱1dn]， sei n， haben， wo llen 

Sg.3.......すべての動詞

PI. 1. 3. '" sei n 

接続法 2式

Sg. 1.3.一-強変化1， n， ill， Vr， ¥直(部分的lと語尾 -eを欠く語形がある)，

sollenを除く過去現在勤詞， sei n， haben 

PI. 1. 2.3. ， Sg. 2.・・・・・・強変化 II，思， ¥lJ， sollenを除く過去現在動詞， seln， 

haben 

(強変化第 4，第 5種は 2・3人称単数で接続法であることは識別可能であ

るが式と 2式の区別は形態からはわからない。)

次稿では，接続法の統語論的な問題を扱う。その際，形態上明らかに接続法

とわかる語形のみを，さしあたって考察の対象とする乙とになれば，上に挙げ
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た動t，~íJ が拠り長IT となろう O

J王

J) D.Ivlartin Luthers Werke. Kriiische Gesamtausgabe (Weimarer 

Ausgabe) 6.Band Die Deutsche Bibel 1929. 

2) 段続法現イEJT:;(Kunjunktiv Pr当sens)，接続法過去形 (KonjunkiivPra-

terit um )という名称は 按続法の表わすl時間関係をJE椛iζ反映していない

ことから，近来，接続法 1式 (Konjunktiv1)，接続法 2式 (Konjunktiv

n )という名称が多くJiJl iられるようlζなっているD 本稿でも後者の名称を
JiH ¥ることにし，市iと現在jf-;，過去形と言った場合は直説法を指すものと

する O

3) Russ p. 155 ~ 156. 

4) Franke S. 189， 348， Moser S. 197 

5) Moser S. 198. 

6) E bd. S. 202 

7)不規則動認の項目では過去現在動詞， wo llen， iun， sein， habenを扱う D

stehentま強変化第 6穏， lassenとgehentま第 7種として扱った。

8) 1干ranlくeS. 343 ~ 344. MoseI喝 S.210 ~ 211 

9) soJlest(konj.)は構造上ありうる語形として挙げたが， これを除いて，

例示した (~}fJ伝はすべて 1546 年の福音書・から集めたものである O 本稿では紙幅

の者I~合上，文の形で挙げた例以外は，福音警の笛所を示さなかったことをこ

こで、断わっておきたい。

10) r¥rloser S. 211 

11) E bd. S. 210 

12) Franke S.344 

13)ノレターを引用する際，彼がウムラウト記号としてml¥た小さい eは..~ζ 改
めた。

14) Dal S.140. 

15) Philipp S.75 

16) R uss p. 154 ~ 155 

17) Moser S. 197. 

18) Franke S. 350. 

19)口誌における eとaの音声的対立の有無についてはBausch(S. 157 ~ 160) 

A
性
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を参照の乙と。

20) von Kienle S.316， 321. 

21) Bausch (S. 160 ff.) iC よれば，こうした語尾の C が ll ，~tfでは脱訴し， It'(説

法と接続法の区日IJがなくなっている。ノレター聖書にllMiがどれほど反映され

ているかはともかく，本稿ではあくまで文章誌における現象として，とのe

を考察してし、く。

22) Franke S. 293 

23)本稿では，直説法のti再は tとしてマタイ出背斉からのみ集めたことを，こ
こで、断わっておきたい。

24) sei n動詞や過去現在重1.11科などはその限りではない。

25) Franke S. 316 ~ 317， tvloser S. 203. 

26) Nhd.では， ζのeは口調 l-_の C として怒られた音声環境にしか現われ

tJし可 O

27) ')4際 FrankeCS. 330)は， -tの話形花関して歴史的現花形の可能性を指

摘しているが，これに関する考察は7:JIJの機会lζ譲りたい。
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Eine morphologische Un七ersuchungdes Konjunk七ivs

in der Lu七herbibel

YA8UHIRO KUDO 

In dieser Abhandlung habe ich die Konjuga七ionin den Evan-

geliumb仁ichernder Lutherbibel (15斗6) un七erdem Gesichtspunkt 

der morphologischen Opposition zwischen dem工ndika七ivund 

Konjunk七ivun七ersucht.

1. 8七ammvokal

1.1， Pr託sensund Konjunk七iv工

工mLaufe der fruhnhd. Zei七 wurdebei den starken Verben 

der Un七erschiedder 8七ammvokalezwェschen8g. und P工. des 

Pri:is. ausgeg工ichen. 1n der K工asse11 assimiエier七esich der 

Vokal des 8g. "iu" (z.B. mhd. ich biuge. du biuges七. er biu四

ge七) an den Vokal des Pエ."ie" (z.B. nhd. ich biege， du 
biegs七. er bieg七). Bei Luther gi工七 "ie" nur fur die 1. Per由

son， w註hrendin der 2. und ). Person "eu" s七eh七.工n der 
Klasse 工工工叫b，1V und V assimilier七esich der Voka工 der 1.8g. 
"i" (z.B. mhd. ich hilfe. nime， gibe) an den Voka工desP工.

H efl 乞.B.nhd. ich helfe. nehme， gebe). Auch bei Lu七heris七

dieses "e" aufzufinden. 80 kann der 8七ammvoka工der1. Per-

son bei Lu七herim Verg工eichzum Mhd. immer weniger die Modus四

OppOSl七工onbezeichnen. 

1n Beziehung auf "sollen" und "woエエen" is七 oft hingewiesen， 

das die Konjunk七ivformeinen 8七ammvoka工t1o'・ha七 BeiLu七her
s七ehtaber dieses "o" zuweilen auchエmInd. Man konn七eda由

her sagen， das "0" und "δ" fur die Modusopposi七ionnich七 re-

levant is七.

工nBeziehung auf die Endung is七 dieOpposition -t(ind.) 

-s七(konj.) in der 2.8g. von "so工工en"und "wollen" erhal七en，

w註hrenddie Opposi七ion-en七(ind.) -en(konj.) in der ).Pl. 
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der s七arkenund schwachen Verben zugunsten des -en ausgeg工i曲

chen is七e

1.2. Pr益七eri七umund Konjunk七iv11 

Bei den s七arkenVerben is七 inder Klasse工 deralte Stamm由

vokal "ei" im 工nd.Sg. erha工七en，so das die Modusopposi七ion

klar is七 (z.B. b工eib(ind也) I b工iebe(konj.)). 1n der K工asse

1V und V is七 dera目 Um工au七 desKonjunktivs mi七 "e"bezeichne七

(z.B. gebe二 g呈be). Hier gib七 esnich七 nurphone七ischson四

dern auch or七hographischke工nenUn七erschiedvom Konj.1 oder 

Pr互s.

Bei den unregelmasigen Verben gib七 esin Beziehung auf 

H 七un" keinen Un七erschiedzwischen dem Pr亙七.(七he七) und 

Konj，工工(七he七). 

Unter den schwachen Verben bes七eh七 im挺hd. die Modusoppo田

si七ionbei den Verben mi七 demRuckum工au七(乞.B.bekann七e

(ind.) I bekenn七e(konj.)). Bei Lu七herdagegen steht ein und 

dasselbe. Verb sowohl m工七 Ruckumlau七 a工sauch ohne Ruckumlau七

(z.B. bekanntejbekenn七e(ind.)). Hier .is七 derModus schwer 

zu un七erscheiden.

2. Das "elf in der Endung叩e，由es七，叩e七

2.1. Pr亙sensund Konjunk七iv1 

工nder 1.Sg. is七 "e" in der Endung sowohl im工nd. a工sauch 

im Konj. erha工七en・ Hier gib七 es morphologisch keine Modus時
opposi七ion (z.B. ich komme(ind.) I ich komme(konj.)). Auch 

in der 3.Sg.Konj. is七 "e" in der Endung erhal七en. Hier ist 

aber die Modusopposi七ionschon durch "t" k工ar (z.B. er komm七

(ind.) er komme(konj.)). 工nder 2.Sg. is七Ife" in der En-

dung ohne Modusunterschied erha工七en (z.B. du kommes七(ind.) I 

du kommes七(konj.)). Hier gib七 esdie Modusopposi七ionnur 

bei den Yerben mi七 derStammvokal註nderung(z.B. du sihes七

(ind.) I du sehes七(konj.)). Auch in der 2.P工. ist "e" ohne 

Modusunterschied erhal七en. Hier gib七 esmorpho工ogischkeine 
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Modusopposi七ion.

2.2. Pr豆七eri七umund Konjunk七iv工工

工mVerg工eichzum Nhd. is七日e" エnder Endung fγlr die Oppo四

si七ionzwischen dem Pr豆七. und Konj.II nur wenig re1evan七.

Vor a工1embei den s七arkenVerben， die im Konj. keinen Um工aut
haben， is七 dieModusunterscheidung of七 wegender Apokope 

schwierig (z.B. gieng(ind.) gieng(konj.)). Un七erden un-

rege1m主sigenVerben gib七 esbei "sol工en"，"wo工1en"und ..七un"
keine Modusopposi七ion. Be工 denschwachen Verben is七 dieEn由

dung mannigfa1七ig，wie 日七， 四 e七， 由七et 四 ete. Hier gibt es 

keine Modusopposi七ion.

口。
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